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特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
は
、
「
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
を
行
っ
た
後
に
生
ず
る
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
」
（
第
一
条
）
と
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
も
ま
た
、
「
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
等
を
有
効
利
用
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
的
方
針
」
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
と
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
重
要
な
一
角
を
な
す
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
は
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
八
日
に
廃
止
措
置
計

画
が
認
可
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
共
同
研
究
を
目
指
し
て
い
た
高
速
炉
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
計
画
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
放
棄
し
た
と
二
〇

一
九
年
八
月
二
十
九
日
に
「
ル
・
モ
ン
ド
」
紙
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
再
処
理
を
行
っ
て
も
そ
の
燃
料
を
使
う
高
速
増
殖
炉
お
よ
び
高
速
炉
の
計
画
も
な
い
状
態
で
あ
り
、
多
方
面
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
べ
き
時
期
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

二
〇
一
九
年
八
月
三
十
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
公
式
に
「
高
速
炉
の
開
発
は
、
今
世
紀

後
半
以
前
に
は
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
」
旨
の
声
明
を
出
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
に
は
ど
の
よ
う
に



 

２ 

 

通
知
さ
れ
た
の
か
。 

二 
声
明
の
一
年
前
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
九
日
の
日
経
新
聞
に
も
「
仏
政
府
が
二
〇
二
〇
年
以
降
、
計
画
を
凍
結
す
る

方
針
を
日
本
側
に
伝
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
仏
政
府
は
二
〇
一
九
年
で
研
究
を
中
断
、
二
〇
二
〇
年
以
降
は
予
算
を
付
け

な
い
意
向
と
い
う
」
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
中
断
な
ど
の
方
向
性
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
日
本
政
府
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
二
〇

一
八
年
か
。 

三 

二
〇
一
六
年
十
月
七
日
に
設
置
さ
れ
た
高
速
炉
開
発
会
議
（
議
長 

経
産
大
臣
）
第
一
回
で
、
会
議
設
置
の
目
的
は
「
原

子
力
発
電
所
に
関
す
る
新
規
制
基
準
の
策
定
、
日
仏
間
で
の
高
速
炉
開
発
協
力
の
開
始
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
等
、
様
々
な

情
勢
変
化
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
最
新
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
高
速
炉
開
発
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
」
だ

と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
九
日
の
第
四
回
会
議
で
提
出
さ
れ
た
「
高
速
炉
開
発
の
方
針

（
案
）
」
で
、
「
当
面
は
日
仏
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
協
力
を
推
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
立
案
」
す
る
と
し
て
い
た
。 

 
 

し
か
し
、
そ
の
後
、
「
日
仏
間
で
の
高
速
炉
開
発
協
力
」
は
終
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

四 

高
速
炉
開
発
会
議
は
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
九
日
を
最
後
に
開
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
会
議
の
下
で
「
今
後
十
年
程

度
の
開
発
作
業
を
特
定
す
る
『
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
仮
称
）
』
の
策
定
」
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
高
速
炉
開
発
会
議
戦
略



 

３ 

 

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
も
、
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
を
最
後
に
開
か
れ
て
い
な
い
。 

 
 

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
計
画
の
凍
結
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
か
。 

五 

Ｗ
Ｇ
は
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
一
日
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
二
〇
一

八
年
を
目
途
に
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
策
定
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
未
だ
策
定
で
き
て
い
な
い
。 

 
 

Ｗ
Ｇ
第
一
回
会
議
（
二
〇
一
七
年
三
月
三
十
日
）
で
議
題
と
さ
れ
た
「
『
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
の
検
討
体
制
」
か
ら
、

第
十
回
会
議
（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
）
で
議
題
と
さ
れ
た
「
日
仏
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
協
力
の
成
果
に
つ
い
て
」
、
「
日
仏
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
協
力
の
実
施
内
容
」
な
ど
を
見
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
開
発
は
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
重
要
な
柱
と
な
る
は
ず

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
開
発
の
頓
挫
が
、
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
か
。
そ
う
で
な
い
と
す

れ
ば
な
ぜ
未
策
定
な
の
か
。 

六 

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
二
〇
二
〇
年
以
降
に
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
開
発
予
算
を
止
め
た
。
日
本
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
税
金
が
原

資
で
あ
る
開
発
費
が
無
駄
に
な
り
か
ね
な
い
。 

 
 

財
務
省
は
、
高
速
炉
開
発
の
経
済
性
や
見
通
し
を
経
産
省
に
求
め
、
高
速
炉
関
連
予
算
の
凍
結
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
時
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期
で
は
な
い
か
。 

七 
二
〇
二
〇
年
七
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
工
場
（
以
後
、
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
）
に
つ
い
て
新
規
制
基
準
に
適
合
し
た
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
政
府
が
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
推
進
」

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
位
置
づ
け
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
一
方
で
、
同
計
画
で
も
位
置
づ
け
た
「
高
速
炉
開
発
の

方
針
」
で
策
定
す
る
と
し
て
い
た
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
未
策
定
で
、
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
推
進
」
は
行
き
詰

っ
て
い
る
。
本
来
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
「
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
を
有
効
利
用
」
す
る
た
め
に
あ
る
。 

 

１ 

有
効
利
用
の
中
心
で
あ
る
高
速
増
殖
炉
も
高
速
炉
開
発
計
画
も
存
在
し
な
い
な
か
で
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
前
に
進

め
る
こ
と
に
経
済
合
理
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
強
い
批
判
が
あ
る
が
、
経
済
合
理
性
に
つ
い
て
は
誰
が
い
つ
ど
の

よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。 

 

２ 

日
本
原
燃
は
十
月
以
降
に
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
設
計
・
工
事
計
画
認
可
の
申
請
を
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
と
し

て
推
進
し
て
き
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
か
ら
「
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
の
推
進
」
を
削
除
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

八 

北
海
道
の
寿
都
町
で
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
文
献
調
査
へ
の
応
募
の
検
討
を
行



 

５ 

 

う
た
め
の
住
民
説
明
会
を
開
始
し
た
が
、
同
法
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し
て
い
る
法
律
で
あ
る
。
経
産
省
か
ら
町

や
町
民
に
対
し
て
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
が
頓
挫
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
説
明
を
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


